


市章披露 
市章採用者、井上茂さん（左）と金井市長職務執行者 

式辞を述べる金井豊明笛吹市長職務執行者 

　１０月１２日（火）笛吹市役所本庁舎前において笛吹市開庁式が開催されました。

式典には山梨県知事をはじめとする来賓の方々、旧町村長や旧合併協議会委員、笛

吹市役所職員などが参加し、金井豊明笛吹市長職務執行者が「古くから交流の盛ん

な6町村が理想郷を作り上げ、より大きく飛躍するために合併した。住民サービス

の向上を図り、合併してよかったと思えるまちづくりを、住民の皆様とともに進めて

いきたい。」と力強く式辞を述べました。 

　また山本知事、旧6町村長、新市名称募集特賞受賞者の高野智江さんによる市役

所庁舎銘版除幕、市章採用者表彰、市章披露なども行われ、庁舎入り口でのテープ

カットを皮切りに新生「笛吹市役所」がスタートしました。 

　同日、御坂・一宮・八代・境川・春日居の各支所でも開所式が開催され、全ての庁

舎で新たな1歩を踏みだしました。 

笛吹市役所開庁式 

平成16年10月12日、新生笛吹市役所が鼓動を打ち始めました。 



約200名が出席して行われた開庁式 

庁舎入口でテープカットする山本知事と旧町村長 

市章が掲げられた庁舎 



6町村長・助役の事務引継 

新消防団長任命 



さっそく笛吹市出生届第1号を受付 

窓口業務にもていねいに答える職員 

婚姻届・出生届者来庁 

辞令交付 
（部局長、本庁・分庁課長以上、各支所長） 

市役所開庁式 

各支所開所式 

業務開始 

各部局、支所等辞令交付 

町村長・助役事務引継 

町村収入役事務引継 

一部事務組合事務引継 

監査委員事務引継 

市長職務執行者決済 

教育委員任命書交付 

選挙管理委員任命書交付 

福祉事務所業務事務引継 

町村教育長事務引継 

固定資産評価審査委員任命書交付 

教育委員会辞令交付 

消防団長等任命書交付 

消防団各分団辞令交付式 

 

０時００分 ● 

７時１０分 ● 

 
８時００分 ● 

８時２０分 ● 

８時３０分 ● 

● 

９時４０分 ● 

１０時１０分 ● 

１０時３０分 ● 

１０時４５分 ● 

１１時２０分 ● 

１３時００分 ● 

１３時１５分 ● 

１４時００分 ● 

１５時００分 ● 

１５時３０分 ● 

１６時００分 ● 

 ● 

１９時３０分 ● 

 

挙式は１０月２日に済ませた二人。

笛吹市の婚姻届第１号を目指して

笛吹市スタートの１時間前である

午後１１時、市役所に到着。「半年

前から届出第１号を狙っていたので、

１番乗りヤッターという感じです。

結婚指輪には今日の日付を彫り込

みました。」と二人はうれしそうに

話してくれました。 



八
代
町
高
家
　
博
愛
保
育
園（
年
長
）　 

 

母
＝
１０
月
１２
日
か
ら
石
和
や
一
宮
も
一
緒
に
な
っ
て
、

笛
吹
市
と
い
う
大
き
な
町
に
な
る
ん
だ
よ
。
ど
ん
な

町
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。 

美
緒
＝
遊
園
地
が
い
っ
ぱ
い
欲
し
い
。
そ
の
中
に
、サ

フ
ァ
リ
パ
ー
ク
も
欲
し
い
。
ラ
イ
オ
ン
バ
ス
に
乗
り
た

い
。ラ
イ
オ
ン
の
赤
ち
ゃ
ん
と
遊
び
た
い
。 

姉
＝
バ
カ
じ
ゃ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
で
き
な
い
よ
。 

父
＝
大
人
だ
っ
て
同
じ
よ
う
な
こ
と
考
え
て
い
る
よ
。

市
に
な
れ
ば
工
場
や
デ
パ
ー
ト
が
来
る
ん
だ
っ
て
。 

美
緒
＝
ふ
う
ん
。
だ
め
か
。で
も
遊
園
地
が
欲
し
い
。 

 

御
坂
町
栗
合
　
御
坂
中
生
徒
会
長 

 

　
平
成
１６
年
１０
月
１２
日
、６
つ
の
町
村
が
合
併
し
笛

吹
市
が
誕
生
し
た
今
、し
っ
か
り
と
心
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
大
切
だ
と
言
え
ま
す
。
先
月
、御
坂
中
で
は

最
高
の
学
園
祭
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
達
成
で
き
た
の
は
、生
徒
・
先
生
一
人
一
人
の

心
が
一
つ
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
笛
吹
市
で
も
各
町
村

が
大
き
な
和
の
な
か
で
、良
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

八
代
町
岡
　
農
業
　
７６
歳 

 

　
過
去
３
年
間
に
亘
る
合
併
問
題
研
究
会
を
立
上
げ
、

住
民
意
識
を
吸
上
げ
な
が
ら
任
意
合
併
協
か
ら
法
定

合
併
協
へ
と
慎
重
審
議
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
ね
、紆
余
曲

折
も
大
儀
の
認
識
の
中
で
摺
り
合
わ
せ
、閃
く
豊
か

な
笛
吹
市
の
産
声
で
感
慨
一
入
、注
ぐ
大
喜
の
余
韻
で

更
な
る
６６
項
目
協
定
を
道
筋
と
踏
ま
え
大
き
く
市
政

に
期
待
を
委
ね
、快
適
な
生
活
圏
構
築
に
夢
を
目
指

し
た
い
。
尚
、行
財
政
厳
し
い
、し
が
ら
み
の
中
に
も

ふ
る
さ
と
の
特
性
を
生
か
し
都
市
創
造
を
梃
子
に
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
期
す
る
よ
う
要
望
添
え
た
い
。 

御
坂
町
竹
居
　
会
社
員
　
４５
歳 

 

　
笛
吹
市
に
な
っ
て
も
、市
の
社
会
体
育
施
設
、及
び

学
校
体
育
施
設
を
有
効
に
利
用
し
て
、市
民
の
子
供
・

若
者
か
ら
老
人
の
方
ま
で
が
、気
軽
に
、い
つ
で
も
誰

と
で
も
ス
ポ
ー
ツ
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し

め
る
よ
う
に
努
め
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。
又
、市
民

総
合
体
育
館
、芝
生
の
サ
ッ
カ
ー
場
等
な
ど
を
建
設

し
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
ま
す
ま
す
活
発
に
な
る

様
に
な
っ
た
ら
よ
い
と
思
う
。 

境
川
町
石
橋
　
９６
歳 

 

　
私
は
毎
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

お
蔭
様
で
と
て
も
楽
し
い
日
々
を
送
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。 

　
歳
を
重
ね
る
と
、な
か
な
か
自
分
の
居
場
所
が
見

つ
か
り
ま
せ
ん
が
、こ
う
し
て
楽
し
み
の
場
所
を
造
っ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
子
ど
も
、孫
に
恵
ま
れ
、今
、と
て
も
幸
せ
な
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、高
齢
者
、弱
者
に
や
さ
し
い
世
の
中

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

境
川
町
小
山
　
９２
歳 

 

　
私
は
、布
衣
の
身
で
唯
々
歳
を
重
ね
た
一
介
の
野
人

で
す
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
時
々

通
っ
て
い
ま
す
。 

　
悲
惨
な
ニ
ュ
ー
ス
の
多
い
最
近
、特
に
心
を
痛
め
た

の
は
、栃
木
県
小
山
市
で
起
き
た「
幼
児
殺
害
事
件
」。 

　
多
様
化
す
る
世
の
中
で
行
政
に
携
わ
る
人
達
は
大

変
で
し
ょ
う
が
、規
則
ば
か
り
に
頼
ら
ず
、愛
情
と
慈

悲
の
心
で
対
応
を
ー
。老
婆
心
な
が
ら
の
一
言
。 

山
本
　
貴
大
さ
ん 

渡
辺
　
美
緒
さ
ん 

飯
野
　
　
久
さ
ん 

酒
井
　
光
政
さ
ん 

梶
原
　
ま
つ
さ
ん 

西
尾
　
教
昌
さ
ん 



一
宮
町
金
田
　
農
業
　
５５
歳 

 

　
６
つ
の
町
が
ひ
と
つ
と
な
り
、歩
み
始
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
、緑
豊
か
な
地
域
と
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
住
民
が
創
り
出
す
笛
吹
市
に
大
き

な
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
桃
、ぶ
ど
う
、柿
と
、果
物

に
囲
ま
れ
、明
る
く
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
つ
市
、大

き
な
声
で
あ
い
さ
つ
が
交
わ
さ
れ
、健
康
で
暖
か
み

の
あ
る
市
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

石
和
町
河
内
　
石
和
高
校
生
徒
会
長
　 

 

　
地
場
の
産
業
が
活
性
化
し
、市
民
一
人
ひ
と
り
が

豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
望
み
ま
す
。 

自
治
体
の
規
模
が
拡
大
し
た
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な

事
業
が
可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

そ
こ
で
、温
泉
資
源
の
多
角
的
活
用
、新
た
な
観
光

資
源
と
な
る
シ
ン
ボ
ル
づ
く
り
と
い
っ
た
大
胆
な
事

業
の
展
開
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

一
宮
町
田
中
　
農
業
・
観
光
農
園
経
営
　
５２
歳 

 

　
合
併
は
、み
ん
な
が
地
域
を
考
え
る
良
い
機
会
だ

と
思
い
ま
す
。
私
の
新
市
へ
の
希
望
と
し
て
は
、こ
こ

ま
で
育
て
て
き
た
桃
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
は
大
事
に
し

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
笛
吹
市
に
な
っ
て
、

生
産
量
も
本
当
に
日
本
一
で
す
か
ら
ね
。
若
い
人
が

農
業
を
や
り
た
い
と
思
う
よ
う
な
、農
道
整
備
な
ど

農
業
が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
っ
て
ほ

し
い
。
緑
豊
か
な
果
樹
地
帯
を
守
っ
て
、農
業
者
同

士
の
交
流
も
大
切
に
し
て
、張
り
合
い
を
持
っ
て
農

業
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
望
み
ま
す
。 

 

石
和
町
四
日
市
場
　
７４
歳 

 

　
こ
の
地
は
、近
代
都
市
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
き

ま
し
た
。 

一
方
で
、果
実
の
生
産
地
と
し
て
、温
泉
の
街
と
し
て

も
有
名
で
す
。
他
に
誇
れ
る
祭
り
も
あ
り
ま
す
。 

合
理
化
だ
け
の
合
併
で
終
わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

こ
れ
ま
で
育
ん
で
き
た
郷
土
の
歴
史
・
文
化
を
い
つ

ま
で
も
大
切
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

春
日
居
町
鎮
目
　
調
理
師
　
３３
歳 

 

　
１０
月
１２
日
に
笛
吹
市
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
笛
吹
市
に
な
っ
た
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

  

私
は
山
梨
岡
神
社
の
太
々
神
楽
の
舞
子
を
し
て
い

ま
す
が
、笛
吹
市
と
し
て
合
併
し
た
町
村
の
、そ
の

郷
土
に
根
付
く
芸
能
文
化
の
発
表
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

開
催
し
た
ら
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
今
の
小
さ
な
子
供
た
ち
が
成
人
す
る
頃

に
は
笛
吹
市
が
自
然
な
形
で
の
一
体
感
が
生
ま
れ
て

い
れ
ば
良
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
春
日
居
町
鎮
目
　
主
婦
　
４３
歳 

 

　
私
や
主
人
、三
人
の
子
供
達
も
各
々
ス
ポ
ー
ツ
を

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
東
山
梨
地
域
と
し
て
大
会
に

参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、今
度
は
笛
吹
市
の
一
員
で
す
。 

市
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
開
催
し
て
も
ら

え
た
ら
、い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
方
達
と
交
流
が
出
来

る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

守
山
　
岳
志
さ
ん 

村
松
　
敏
子
さ
ん 

鈴
木
　
貞
夫
さ
ん 

竹
下
　
茂
治
さ
ん 

山
本
　
剛
士
さ
ん 

高
野
喜
代
美
さ
ん 

 



秘書政策室 室長  保坂　利定 

 

総　務　部 部長　石川　光次 

（秘書担当） 

 遠藤　正文 西海　好治 

 橘田　寛子 和田　春男 

（政策担当）   

 前田　一貴 赤尾　好彦 

 山口　茂樹 柿嶋　　信 

（広聴広報担当）   

 窪田　　智 中村　富之 

 中山　　勲 加藤　博文 

総務課　課長  梶原　清   

（総務担当）   

 荻原　明人 中村　啓子 

 雨宮　寿男 小林　　匡 

 岩崎　　忍 西海　　朗 

 

（消防防災担当）   

 芦沢　　栄 川部　　健 

 坂本　　淳 平山　三郎 

 吉田　孝至  

（人事給与担当）   

 山下　　勇 武川　和恵 

 荻野　重行 深田　　勲

　 生原　淳一 田中　真希 

企画財政課　課長  中川　啓次   

（財政担当）   

 降矢　静樹 飯島　　茂 

 早川　義彦 菊島　正博 

 雨宮　昭夫  

（企画調整担当）   

 鈴木　幸弘 成島　敦志 

 野田　昭人 須田　　徹 

 荻原　　昭  

（情報システム担当）   

 風間　和仁 水谷　和彦 

  中村　英史 小田切　譲 

  古屋　利光  

 

管財課　課長  永井　誠覚   

（管理担当）   

  坂下　　勉 太田　孝生 

  河島　武彦  

（契約担当）   

  有野　昌樹 標　　博司 

  石川　克己  

税務課　課長  岡部　敏朗   

（市民税担当）   

  高野　宜之 飯島　重人 

  山内みち子 塚越きよみ 

  窪田けい子 河西　博明 

  赤松　隆二 飯塚　武仁 

  深澤　健一  

（資産税担当）   

  同村　　司 風間　昭彦 

  小宮山昌彦 小林　　徹 

  橘　　学史 保崎　貴之 

  稲葉　昭人 平澤　俊章 

  奥田　啓太  

（収税担当）   

  向山さゆり 渡辺　　博 

  杉原　康天  

（管理担当）   

  中山美和子 杉原　清美 

  向田みさ江   

 

※選挙管理委員会は総務課総務担当が兼務 



市民環境部 部長  堀内　正徽 

市民課　課長  橘田　宏子   

（住民記録担当）   

  保坂　啓一 望月　邦子 

  飯田なをみ 小宮山里美 

  田草川　学  

（戸籍担当）   

  弦間あさを 笠井美佐子 

  梶原　教子 角田　弘貴 

（市民生活担当）   

  小林　　勤 初鹿　　肇 

  嶋津　淑子 矢野　聡子 

  平山　一彦  

国民健康保険課　課長  小倉　一次 

（国保総務担当）   

 小川　和仁 後藤美紀子 

  石倉　清美 高野　　守 

  四家　成徳 出石　忠彦 

 茂手木綾子 竜沢　真弓 

 矢崎　光美  

（高齢者医療担当）   

 代永　礼子 吉原　　隆 

 窪田　　篤  

 

 

環境対策課　課長  古屋　正史   

（環境担当）   

 藤原　　保 中川　和雄 

 石原　俊一 中村　亮一 

 中村由美子  

（施設担当）   

 橘田　重友 津島　宏貴 

 雨宮　和博  

 

保 健 福 祉 部 
（福祉事務所） 

部長  内藤　運富 
所長  加藤　寿一 

福祉総務課　課長  山下　真弥   

（福祉総務担当）   

 宮川　明史 佐藤　由紀 

 中川久美子 武井　芳一 

（障害福祉担当）   

 三沢　　久 角田　穂波 

 越山　茂樹 石原　雅也 

 手塚　　久 武川　政人 

 小林　博美  

 

児童課　課長  三枝　昌友   

（児童家庭担当）   

 原　るり子 四家佳代子 

 山下由美子 斉間　洋子 

 出石　美絵  

（保育所担当）   

 茂手木昭博 有泉　博美 

 坂本　君香  

高齢福祉課　課長  河野　　修   

（高齢福祉担当）   

 風間　　斉 渡辺　早苗 

 岡本くにか 田中　暁子 

 望月　麻美  

（高齢者支援担当）   

 海野恵美子 小澤　梨恵 

 五味万智子  

 

介護保険課　課長  岡　　栄二   

（介護総務担当）   

 斉藤　幸雄 青山　好英 

 臼城　千秋 一瀬三記子 

 岩間　正剛 古屋恵美子 

 大澤　賢司  

（認定審査担当）   

 金井　　久 秋山　公代 

 芳澤　知子 

生活保護課　課長  岩下　　弘   

（生活保護担当）   

 飯島　一美 小宮山和人 

 遠藤　栄一 荻野　洋子 

 天川　和彦  

健康づくり課　課長  池田　聖仁 

（健康企画担当）   

 石川　友子 風間喜美子 

 望月　　歩  

(保健予防担当）   

 石倉　吉男 菊島　初美 

 小林　直美 宮川　朋子 

 橘田　貞江  

（健康増進担当）   

 橋爪さつき 樋川　仁美 

 土屋　礼子 長田起久美 

 村松　留奈 菊島　明子 

 青木　雅子 



産業経済部 部長　斉藤　　宏 

農政課　課長  鈴木　直人   

（振興担当）   

 内田　　修 若杉　孝一 

 松下　和弘 廣瀬麻知子 

（農政担当）   

 武川　知二 志村　一仁 

 中川　吉視 雨宮由香里 

観光商工課　課長  笠井　一志   

（観光商工担当）   

 根津　　節 菱山　　一 

 田中　親吾 角田　一満 

 霜鳥　佐智子 進藤　　純 

 

 

農業土木課　課長  内田　利樹   

（農業土木担当）   

 小澤　紀元 須田富士男 

 雨宮　竜也 樋川　幸一 

 田草　久希  

 

建　設　部 部長  芦澤憲一郎 

土木課　課長  原田　正博   

（建設総務担当）   

 浅川　金佳 土屋　正和 

 坪　　　寛 飯塚　健二 

 降矢　　昇 鶴田　洋己 

（維持管理担当）   

 角田　和仁 林　　泰義 

 堀内　正博 青山　裕之 

 斉間　秀樹 廣瀬ふじ子

まちづくり整備課　課長  柳澤　敏秀   

（計画指導担当）   

 松岡　利明 椚　　佳幸 

 新開　晴彦 小澤　拓巨 

（区画整理担当）   

 高野　一治 土屋由美子 

　手塚　克巳　　　田中　正良 

　岡村　隆幸 

 

用地管理課　課長  岩澤　重信   

（用地担当）   

 成島　春人 金井　和仁 

 山下　正貴  

（地籍担当）   

 樋川　隆信 小菅　秀樹 

 霜鳥　貴司  

 

公営企業部 部長  伊藤　　実 

水道課　課長  依田　　巌   

（総務担当）   

 野田　仁美 石原　節子 

 梶原　　強 飯島　健史 

 市川　利恵 酒井　　良 

 堀内　　篤 飯塚　美樹 

(工務管理担当）   

 大村　　淳 渡辺　秀貴 

　藤田　昭二　　　渡辺　　正 

　土屋　直生　　　山田　英司

　大木　正宏 

下水道課　課長  小林　雅夫   

（総務担当）   

 駒沢　正樹 川口よしみ 

 標　　博文 藤原　秀樹 

 山田　恵子 田邉さおり 

（工務管理担当）   

 加賀美明人 佐藤　直規 

 赤尾　国博 田中　政人 

 橘田　俊明 雨宮　史宜 

 角田　明彦 溝口　雅之 

 古屋　幹仁 



石和支所 

地域振興課　課長  小川　勝明   

（土木担当）   

 須田　章司 中川　芳夫 

 中川　和彦  

 

水道課　課長  佐野　正和   

（水道担当） 

 市川　貴之  

（下水道担当） 

 山下　辰彦 

教育委員会 次長  高野あけみ 

総務学校教育課　課長  橘田　郁雄 

（総務施設担当）   

 仲澤　和朗 飯室　弘行 

 宮川　　明 宇津宮　亮 

（学務担当）   

 岡　　郁恵 土屋　伝二 

 松本　京子 津金　千絵 

社会教育課　課長  田中　勤一   

（社会教育担当）   

 丹澤　節子 望月　和幸 

 堀内　満浩 丸山　浩樹 

 窪田　勇人  

（文化振興担当）   

 小渕　忠秋 伊藤　修二 

 内田　裕一 瀬田　正明 

 野崎　　進  

 

 

 

スポーツ振興課　課長  武川　美弘 

 （スポーツ振興担当）   

 猪股　喜彦 矢野　　洋 

 小澤　宏之 岩澤　潤司 

 中村　典栄  

図書館　館長  雨宮　国仁   

（石和図書館）   

 神宮寺　隆 雨宮真由美 

 山内希美子  

（一宮図書館）   

 武井　正美 小川　裕子 

（春日居図書館）   

 若林　直美  

石和事務所　所長  斉藤　　寿   

（地域教育担当）   

 橋爪　　康 山下　　繁 

 竹下真知子  

 

 

御坂事務所　所長  原田　　操   

（地域教育担当）   

 返田　清美 小林　昭吾 

 岩永　　隆 川口冨二夫 

 松田　徳夫  

一宮事務所　所長  早川　哲夫   

（地域教育担当）   

 原　　幸枝 早河　　明 

八代事務所　所長  須田　秀子   

（地域教育担当）   

 岡　　武富 土屋　君仁 

 野沢　一男  

境川事務所　所長  葭沢　一正   

（地域教育担当）   

 橘田　宗一 北野　隆史 

 小越　真澄  

春日居事務所　所長  佐藤　和昭   

（地域教育担当）   

 山中　寿也 山田　貴洋 

会　計　課 

課長  堀井　一美 

議会事務局 事務局長  橘田　益貴 

農業委員会事務局 

事務局長  佐藤　貞雄 

（出納担当） 内藤　文子　　古屋　儀彦 

 窪田　美鈴　　千葉　雅美 

（総務担当）   
 久保田　仁 小澤二三子 

（総務担当） 河野　敏江　　河野　英明 

 太田　貴士 

（議事担当）   
 堀内　常雄 角田　幸司 

※監査委員会・公平委員会事務局を兼務 



御坂支所 支所長　北浦　善三 

 総務課　課長  北浦　善三   
（庶務担当）   
 河野　正美 小澤まゆみ 
 佐藤みのり  
（税務担当）   
 堀内さえ子 山崎　尚美 
住民課　課長  竹越　富男   
（住民担当）   
 石原和加子 加藤　健一 
 佐原美穂子 中込　　毅 
 岩間もとみ  
（保険担当）   
 返田　典雄 小林　麻名 

健康福祉課　課長  山本　　保   
（福祉担当）   
 鈴木　利也 加賀美滉一 
 斉藤　正美  
（保健担当）   
 坂本　明子 吉村由美子 
 小林　裕子  
 
水道課　課長  塚越　秀明   
（水道担当） 
 鈴木　正人  
（下水道担当） 
 鈴木　寿明 

地域振興課　課長  上野　　勝   
（農林商工担当）   
 前田　義信 田中　貴幸 
 山本　健介  
（土木担当）   
 上島　直樹 埴原　豪一 
 前島　紀子  
 
御坂福祉センター　藤井　清美 

一宮支所 支所長　野澤　豊文 

総務課　課長  野澤　豊文   
（庶務担当）   
 芦原　　敏 井上　博之 
 内藤ひさ美  
（税務担当）   
 鶴田一二美 海野　淳二 
住民課　課長  豊角　英人   
（住民担当）   
 依田　　勇 清遠　浩子 
 高橋　謙洋 佐藤　智恵 
（保険担当）   
 雨宮　良秋 石原　修一 

健康福祉課　課長  深山　隆二   
（福祉担当）   
 山口　孝江 雨宮　久美 
 山形　信寛  
（保健担当）   
 有賀　孝枝 堀内麻紀子 
 本庄由美子 相河由梨佳 
水道課　課長  堀内　文彦   
（水道担当） 
 窪田　雅人  
（下水道担当） 
 島村　秀忠 

地域振興課　課長  中沢　孝夫   
（農林商工担当）   
 古屋　　健 里吉　功美 
 赤尾　尚紀  
（土木担当）   
 渡辺　貴人 上矢　純也 
 

八代支所 支所長　石原　明雄 

総務課　課長  石原　明雄　   
（庶務担当）   
 橘田　昭次 山本　公一 
 千葉　淳一  
（税務担当）   
 中村由久子 土屋　光男 
住民課　課長  宮澤　和道   
（住民担当）   
 雨宮　茂貴 金井　美香 
 高野　　香 横山　　慶 
 前澤由利子  
（保険担当）   
 守家　　帝 宮澤まな美 

健康福祉課　課長  村松　文人 
（福祉担当）   
 有賀　滋一 伊藤　孝二 
 武川紀久美  
（保健担当）   
 中川　仁美 雨宮　香織 
 土屋　美恵  
 
水道課　課長  石原　達彦　   
（水道担当） 
 宇佐美正博  
（下水道担当） 
 森下　浩道 

地域振興課　課長  鮫田　文夫 
（農林商工担当）   
 渡辺　一彦 鈴木　健之 
 角田眞由美  
 
 



境川支所 支所長　角田　正人 

総務課　課長  角田　正人　   

（庶務担当）   

 角田　広幸 岩澤　正登 

 竜沢美津江  

（税務担当）   

 前田　清子 河西　宏樹 

住民課　課長  土橋　元美　   

（住民担当）   

 小林　静江 落合みさと 

 小林　宏也  

（保険担当）   

 田中みゆき  

健康福祉課　課長  中山　孝仁 

（福祉担当）   

 風間　春枝 北野　富子 

 宮川　善美  

（保健担当）   

 志田奈津子 岩澤　千恵 

 

水道課　課長  落合　俊美   

（水道担当） 

 渡辺しず子  

（下水道担当） 

 橘田　裕哉  

地域振興課　課長  龍澤　富雄 

（農林商工担当）   

 角田久美子 相川　良太 

（土木担当）   

 宮川　　孝 雨宮　　守 

 

 

春日居支所 支所長　雨宮　　繁 

総務課　課長  雨宮　　繁　   

（庶務担当）   

 茂手木政和 岩崎由紀子 

 山本　　豊 三科　孝幸 

（税務担当）   

 古屋　洋一 白倉美智子 

住民課　課長  丸山　幹夫　   

（住民担当）   

 橘田百合子 薬袋　美穂 

 風間　雄太  

（保険担当）   

 萩原　幸広 窪田　南里 

健康福祉課　課長  青木　和民  

（福祉担当）   

 田中　育也 飯島　尚美 

 羽中田友美  

（保健担当）   

 吉岡　　浩 雨宮　秀美 

 弦間　くみ  

 

 

 

 

 

地域振興課　課長  若杉　精二 

（農林商工担当）   

 飯田　　修 飯島　隼人 

（土木担当）   

 角田　能一 生原　敏朗 

 

 

 

 

 

 

 

派遣関係 

 

石和支所　支所長　風間喜久雄  

御坂支所　支所長　瀬田　豊春 

一宮支所　支所長　田草川　昇  

 赤尾喜那美 塚田　好子 

 

 

 

八代支所　支所長  石原　　均 

境川支所　支所長  北野　芳方  

春日居支所　支所長  飯田　祐二  

 

 

 

東八代広域行政事務組合 

 事務局長　横瀬　　隆 

峡東地域広域水道企業団    

 早川　幸雄 丸山　幸一   

 岩崎　達也    

釈迦堂遺跡博物館組合    

 依田　和彦 

社会福祉協議会　常務理事  石原　　均 

 



　市では、平成17年4月から新たにお子さんを保育所・保育園へ入所を希望さ
れる方の申込み受付を始めます。 
　保育所は、保護者の方が病気や出産のほか、働いているなど日中お子さんを
保育できない場合に、保護者に代わって保育する児童福祉施設です。 

担当／石和保健福祉センター児童課　055－262－1271 
　　　御 坂 支 所 健 康 福 祉 課　055－262－2271 
　　　一 宮 支 所 健 康 福 祉 課　0553－47－1111 
　　　八 代 支 所 健 康 福 祉 課　055－265－2111 
　　　境 川 支 所 健 康 福 祉 課　055－266－2111 
　　　春 日 居 支 所 健 康 福 祉 課　0553－26－3111

■入所（園）の対象 

■申込書配布について 
平成16年12月1日(水)から平成16年12月7日(火)まで（休園日を除く） 

　市内の保育所(園)を希望する場合は、希望する保育所(園)、市外の保育所(園) を希望する場合は、保健福祉

センター・各支所の保育所担当から受け取ってください。(お子さんを２人以上入所希望する場合、お子さん１人

につき１枚の申込みをしてください。)

■申込みをするときの注意 
・申込書を提出する際には、入所希望のお子さんを必ず連れてきてください。 

・入所(園)の対象に該当していないと入所できません。 

・各種証明が必要となりますので申込受付までに証明を受けておいてください。 

・添付資料のうち「税の証明」を税務課へ申請する場合、本人以外は委任状が必要となります。 

・在園児(現在、入所(園)中のお子さん)について、入所(園)承諾期間が平成17年4月以後の場合は、入所の 
申込みは必要ありませんが「保育所入所調査票」を各保育所(園)、(市外保育所のお子さんは担当)から配 
付しますので、記入のうえ税資料等を添付し提出してください。 

・保育の条件、定員の関係により入所(園)できない場合もあります。 

　保護者の就労や出産・病気・病人の看護など、家庭で保育ができないと認められる児童。 
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域 

 

施 設 名  

石和第一保育所 

石和第二保育所 

石和第三保育所 

石和第四保育所 

石和第五保育所 

わかば保育園 

御坂東保育所 

御坂西保育所 

御坂北保育所 

御坂葵保育所 

英 保 育 園  

木の花保育園 

一 宮 保 育 園  

都 保 育 園  

相 興 保 育 園  

あさま保育園 

八代花鳥保育所 

八代御所保育所 

博 愛 保 育 園  

八 代 保 育 園  

境 川 保 育 園  

かすがい西保育所 

かすがい東保育所 

所 在 地  

石 和 町 八 田 2 4 9  

石和町四日市場2210 

石 和 町 中 川 3 3 0  

石 和 町 小 石 和 1  

石和町松本18 1 - 1  

石和町市部69 3 - 5  

御坂町下黒駒2122  

御 坂 町夏目原 8 7 0  

御 坂町金川原 3 8 0  

御 坂町大野寺 6 6 7  

御 坂 町 成 田 6 9 2  

一宮町一ノ宮1684  

一 宮 町 東 原 4 1 0  

一 宮町本都塚 1 1 7  

一 宮 町 中 尾 9 4 9  

一宮町金沢227-36 

八 代 町 竹 居 2 1 2 7  

八 代 町 米 倉 3 7  

八 代 町 北 1 7 6 2  

八 代 町 南 9 3 1  

境川町小黒坂1640-1 

春日居町熊野堂243-3 

春 日居町加茂 3 1 9

電 話 番 号  

055-262-2870 

055-262-2668 

055-262-2061 

055-262-3313 

055-262-2431 

055-262-5737 

055-264-2426 

055-262-5842 

055-263-0556 

055-262-3208 

055-263-1280 

0553-47-0901 

0553-47-2548 

0553-47-0415 

0553-47-0623 

0553-47-0099 

055-265-2520 

055-265-3475 

055-265-2047 

055-265-2205 

055-266-4132 

0553-26-2359 

0553-26-3283

定 員  

80人 

150人 

90人 

210人 

60人 

30人 

45人 

90人 

75人 

90人 

60人 

60人 

90人 

45人 

60人 

60人 

45人 

60人 

120人 

120人 

150人 

100人 

100人 

受 付 日  

1月6日(木) 

1月6日(木) 

1月7日(金) 

1月7日(金) 

1月6日(木) 

 

 

1月13日(木) 

1月14日(金) 

 

 

 

 

 

 

 

1月5日(水) 

 

 

 
  

1月5日(水) 

1月6日(木) 

1月7日(金) 

 

1月5日(水) 

1月6日(水) 

1月7日(金) 

  1月12日(水)

時 間  

AM9:30～AM11:00 

PM1:30～PM3:30 

AM10:00～AM12:00 

PM1:30～PM4:00 

AM11:00～AM12:00 

 

 

AM 9:30～AM11:30 

PM 1:30～PM 3:30 

 

 

 

 

 

 

 

PM 1:30～PM 5:00 
 

 

 

 

AM8:30～PM 5:00 

 AM8:30～PM 5:00 

AM9:30～AM10:30 

 

AM9:00～PM4:00 

AM9:00～AM12:00 

AM9:00～AM12:00 

AM9:00～AM12:00

場 所  

 

 

スコレーセンター2階 
アートギャラリー 

 

 

わかば保育園 

 

笛吹市役所御坂支所 
住民相談室 

 

英保育園 

木の花保育園 

一宮保育園 

都保育園 

相興保育園 

あさま保育園 

笛吹市役所八代支所 
 

博愛保育園 

八代保育園 

境川保育園 

かすがい西保育所 

かすがい東保育所  

スコレーセンター2階アートギャラリー 

 

笛吹市役所一宮支所 

笛吹市役所八代支所 

笛吹市役所境川支所 

かすがい西保育所 

1月6日(木)～1月12日(水) 

1月5日(水)～1月12日(水)  

1月5日(水)～1月12日(水)  

1月5日(水)～1月12日(水)  

1月5日(水)～1月12日(水)  

1月5日(水)～1月12日(水)  

1月5日(水)～1月12日(水) 

1月5日(水)～1月12日(水)  

1月5日(水)～1月12日(水)  

1月5日(水)～1月12日(水) 

御坂地区の公立保育所と日時、場所とも同時に受付 

住所が石和地区で、市外の保育所(園)の申込み 

住所が御坂地区で、市外の保育所(園)の申込み 

住所が一宮地区で、市外の保育所(園)の申込み 

住所が八代地区で、市外の保育所(園)の申込み 

住所が境川地区で、市外の保育所(園)の申込み 

住所が春日居地区で、市外の保育所(園)の申込み 

■申込受付について 
市内の保育所(園)は、下記の一覧表の日程により受付ます。申込書に必要書類を添付のうえ提出してください。 
市外の保育所(園)は、住所地の各支所の保育所担当が受付けます。（休園日を除く） 



笛 吹 市 石 和 図 書 館  

笛 吹 市 一 宮 図 書 館  

笛 吹 市 八 代 図 書 館  

笛 吹 市 境 川 図 書 室  

笛吹市春日居ふるさと図書館  

1日（月）・8日（月）・15日（月）・22日（月） 
　　　　11月24日（水）～12月1日（水）蔵書点検 

1日（月）・8日（月）・15日（月）・22日（月）・23日（火）・
29日（月）・30日（火：月末休館） 

1日（月）・3日（水）・8日（月）・15日（月）・22日（月）・
23日（火）29日（月）・30日（火：月末休館） 

1日（月）・3日（水）・7日（日）・8日（月）・14日（日）・15日（月）・
22日（月）・23日（火）・28日（日）・29日（月） 

1日（月）・4日（木）・8日（月）・15日（月）・22日（月）・
24日（水）・29日（月）・30日（火：月末休館） 

笛吹市石和町広瀬626-1  

笛吹市一宮町末木921-1  

笛 吹 市 八 代 町 南 5 2 7   

笛 吹 市 境 川 町 三 椚 3   

笛吹市春日居町寺本155-1

TEL 055-262-5959 

TEL 0553-47-5220 

TEL 055-265-4011 

TEL 055-266-2014 

TEL 0553-26-2283

笛吹市石和図書館 

笛吹市一宮図書館 

笛吹市八代図書館 

笛吹市境川図書室 

笛吹市春日居ふるさと図書館  

笛吹市立図書館 
１０月１２日、笛吹市誕生に伴い、 

市内の図書館も合併し、 

笛吹市立図書館となりました。 

●貸出数が変わります 
１０月１２日から、１枚のカードで２０冊まで借りることができます。 

今、楽しい事は？ 

　一番楽しい事は、「ミッケ」を読む事です。 

好きな勉強は？ 

　図工です。物を作ることが好きなので、 

　えほん隊の工作の時間がいつも楽しみです。 

将来の夢は？ 

　看護婦さんです。しまじろうに出てくる 

　登場人物にあこがれています。 

 

 

日　　時：11月4日（木）・18日（木）午前10時30分～11時30分 
場　　所：笛吹市石和図書館　2階アートギャラリー〈託児あり〉 
内　　容：毎回身近な子育て先輩を招いての講話・ 
　　　　　本についてカウンセリング・ 
　　　　　読み聞かせ・フリートーク　など 
※入場は無料で、予約は必要ありません。 

お母さんどうし、子どもさんどうし、お友達を作って学習してみませんか？ 
絵本と子育てのテーマでお悩みの方、ぜひご参加ください。 
 

問合せ 
笛吹市石和図書館　担当 雨宮 
TEL：055-262-5959

くりはら あみちゃん 

石和南小３年生 



世界の実情をリアルに伝える、
データマップシリーズ。日本で
生活しているだけでは見えてこ
ない世界の多様性と共生の価
値観を伝える。 
 

「暴力の世界地図」 
藤田　千絵　編 
大月書店 
 

にょき、にょきにょき、にょきにょ
きにょき……。 
地面から突然顔を出した怪しい
芽。好奇心まんまんで、犬も子
どもたちも見に来ました。ペー
ジをめくる楽しさがいっぱいの
ナンセンスユーモア絵本。 

「にょきにょき」 
多田　ヒロシ　作 
こぐま社 

殺しの濡れ衣を着せられた江
戸の町医者啓順は、以前助けた
きよのもとへ……。 
執拗に迫りくる追っ手の刃。「逃
亡者」を描く時代小説。 
 

「啓順純情旅」 
佐藤　雅美　著 
講談社 
 

ぼくは、どうして泣くんだろう？
大人はどうして泣かないんだろ
う？悲しい時、痛い時、うれしい時、
いつもぼくは泣いている。泣く
って、ふしぎだね。 

「ないた」 
長　新太　絵 
中川　ひろたか　作 
金の星社 

大事にしていた、くまのぬいぐ
るみを落としちゃった。勇気を
出して暗い森に探しにやってき
たまーくん。ところがそこにい
たのは……。ページをめくるお
もしろさがたっぷり味わえる一冊。 

「まーくんとくま」 
ジェズ・オールバラ　作絵 
野口　絵美　訳 
徳間書店 

この父娘に安住の地はあるのか？
脱藩し江戸に向った平十郎と千
沙に刺客の凶刃が迫る。感涙の
剣豪小説。 

「江戸の風花」 
鳥羽　亮　著 
双葉社 
 

お遊戯（プレイタイム）の時間、
それは癒しであり病でもあるー。 
古今東西の「遊び」から現代の「家
族」が抱える病理を奇妙に鮮や
かに抉り出すアクロバディック
なミステリー短編集。 

「Play　プレイ」 
山口　雅也　著 
朝日新聞社 
 

三十六歳の美貌の精神科医　
花塚氷見子。その女医に憧れる
年下の看護師　北向健吾。二
人の恋は徐々に進展をみせるが、
氷見子の特定の患者に対する
不可解な治療に北向の困惑は
深まっていく。 

「幻　覚」 
渡辺　淳一　著 
中央公論社 



              三
陸
の
小
さ
な
港
町
を
舞
台
に
、
笑
い
、

サ
ス
ペ
ン
ス
、
愛
お
し
さ
、
様
々
な
ス
パ

イ
ス
を
織
り
込
ん
で
、
見
終
わ
っ
た
後
に

さ
わ
や
か
な
感
動
が
訪
れ
ま
す
。
出
演
は
、

緒
方
拳
、
篠
井
英
介
、
富
樫
真
。
 

        

■
日
　
時
　
 

12
月
18
日
（
土
）
 

開
演
　
午
後
6
時
30
分
（
開
場
6
時
）
 

■
場
　
所
 

笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
料
　
金
 

2
0
0
0
円
 

※
宝
く
じ
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
、
通
常

料
金
の
半
額
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

■
く
わ
し
く
は
 

笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

0
5
5
―
2
6
3
―
7
9
5
9
 

    山
梨
県
最
低
賃
金
が
、
平
成
16
年
10
月
1

日
か
ら
現
在
の
「
1
時
間
6
4
7
円
」
か

ら
「
1
時
間
6
4
8
円
」
に
1
円
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

最
低
賃
金
制
度
は
、
国
の
賃
金
が
最
低
限

度
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
条
件
の

改
善
、
労
働
者
の
生
活
の
安
定
、
労
働
力

の
質
的
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
産
業
別
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
を
除
き
、

常
用
・
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
の
雇
用
形
態
、
性
別
、
年
齢
を
問
わ
ず

県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

■
く
わ
し
く
は
 

山
梨
労
働
局
賃
金
室
 

0
5
5
―
2
5
2
―
4
8
5
9
 

    山
梨
税
務
署
で
は
、
消
費
税
課
税
事
業
者

を
対
象
と
し
て
「
消
費
税
等
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
都
合
の
よ
い
日
程
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
 

■
日
　
程
 

11
月
5
日
（
金
）
・
12
月
3
日
（
金
）
 

■
場
　
所
 

笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

2
階
資
料
展
示
室
 

11
月
9
日
（
火
）
・
12
月
14
日
（
火
）
 

笛
吹
市
八
代
総
合
会
館
ホ
ー
ル
 

■
時
 
間
 

午
前
10
時
〜
11
時
50
分
 

午
後
1
時
〜
2
時
50
分
 

■
く
わ
し
く
は
 

山
梨
税
務
署
個
人
課
税
第
1
部
門
 

0
5
5
3
―
2
2
―
1
4
1
1
 

   法
務
局
で
は
、
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
訟

務
及
び
人
権
に
関
す
る
こ
と
で
疑
問
に
思

っ
て
い
る
こ
と
、
不
明
な
点
、
お
知
り
に

な
り
た
い
こ
と
等
に
つ
い
て
法
務
局
の
職

員
が
お
答
え
す
る
相
談
所
を
開
設
い
た
し

ま
す
。
 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
し
、
事
前
の
予

約
等
特
別
な
手
続
き
も
不
要
で
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

■
日
 
時
 

11
月
28
日
（
日
）
 

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
 

■
場
　
所
 

甲
府
市
北
口
1
―
2
―
19
 

甲
府
地
方
法
務
局
　
4
階
会
議
室
 

0
5
5
―
2
5
2
―
7
1
5
3
 

    本
年
5
月
21
日
、
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

の
法
律
が
国
会
で
成
立
し
、
平
成
21
年
ま

で
に
始
ま
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
が
、
裁
判

笛
吹
市
誕
生
記
念
 

宝
く
じ
文
化
公
演
演
劇
 

　
　
　
　
「
こ
ど
も
騙
し
」
 

山
梨
県
最
低
賃
金
は
 

　
　
　
1
時
間
6
4
8
円
 

「
法
務
局
な
ん
で
も
無
料
 

 
　
相
談
所
」
の
お
知
ら
せ
 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す
 



員
と
し
て
重
大
な
刑
事
事
件
の
裁
判
に
お

い
て
、
裁
判
官
と
一
緒
に
、
有
罪
・
無
罪

や
刑
の
内
容
を
決
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。
 

裁
判
員
の
仕
事
は
、
我
が
国
の
司
法
を
支

え
、
よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
と

て
も
大
切
な
も
の
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

     【
交
通
教
室
】
 

乗
り
物
広
場
の
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
に
乗
っ

て
交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
す
。
 

■
日
　
時
 

11
月
20
日
（
土
）
 

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
 

■
対
象
者
　
一
般
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
定
 
員
　
5
0
0
名
 

■
受
 
付
　
当
日
 

 【
つ
る
細
工
教
室
】
 

秋
の
七
草
の
ひ
と
つ
、
身
近
な
ク
ズ
を
使

っ
た
籠
づ
く
り
を
し
ま
す
。
 

 

■
日
 
時
 

12
月
5
日
（
日
）
 

■
対
象
者
　
中
学
生
以
上
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
定
 
員
　
25
名
 

■
受
 
付
 

11
月
5
日
（
金
）
か
ら
受
付
ま
す
。
 

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）
 

■
く
わ
し
く
は
 

金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

0
5
5
3
―
4
7
―
2
8
0
5
 

    11
月
20
日
に
「
県
民
の
日
」
記
念
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。
 

今
年
は
「
ひ
と
つ
ぶ
の
わ
た
し
た
ち
房
に

な
っ
た
ら
山
梨
県
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
多
彩
な
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

【
県
民
の
日
記
念
行
事
】
 

■
日
　
時
 

11
月
6
日
（
土
）
〜
7
日
（
日
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
 

■
場
　
所
 

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
 

■
内
 
容
 

市
町
村
広
場
、
お
祭
り
広
場
、
地
域
お
こ

し
交
流
広
場
な
ど
 

 【
県
有
施
設
の
無
料
開
放
】
 

■
期
 
日
 

11
月
20
日
（
土
）
 

■
内
 
容
 

県
立
美
術
館
、
科
学
館
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
県
有
施
設
で
、
観
覧
料
・
入

館
料
な
ど
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
 

■
く
わ
し
く
は
 

県
民
の
日
記
念
行
事
実
行
委
員
会
事
務
局
 

0
5
5
―
2
2
3
―
1
3
5
4
 

    ■
受
験
資
格
 

志
望
す
る
校
種
、
教
科
に
相
当
す
る
教
諭

の
免
許
あ
る
い
は
養
護
教
諭
の
免
許
状
を

所
有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
17
年
3
月
31

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
 

■
任
用
期
間
 

平
成
17
年
4
月
1
日
〜
 

平
成
18
年
3
月
27
日
 

 

■
願
書
配
布
 

11
月
24
日
（
水
）
か
ら
、
各
教
育
事
務
所
、

各
県
立
学
校
、
県
義
務
教
育
課
及
び
県
高

校
教
育
課
で
配
布
 

■
提
出
期
間
 

11
月
24
日
（
水
）
〜
12
月
8
日
（
水
）
 

※
郵
送
の
場
合
は
12
月
8
日
（
水
）
 

消
印
有
効
 

■
く
わ
し
く
は
 

県
義
務
教
育
課
人
事
担
当
 

0
5
5
―
2
2
3
―
1
7
5
7
 

     　
１０
月
１２
日
の
笛
吹
市
誕
生
に
合
わ
せ
て
、

笛
吹
市
を
構
成
す
る
東
八
代
地
域
旧
6
町

村
の
う
ち
春
日
居
町
を
除
く
5
町
村
を
管

轄
し
て
い
た
石
和
署
の
名
称
が
笛
吹
署
に

変
わ
り
ま
し
た
。
 

  

「
県
民
の
日
」
記
念
行
事
 

 
　
　
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
 

県
公
立
学
校
期
間
採
用
職
員
 

　
　
　
　
の
募
集
に
つ
い
て
 

金
川
の
森
イ
ベ
ン
ト
情
報
 

笛
吹
署
が
誕
生
 

　
　
石
和
署
か
ら
名
称
変
更
 

指
名
手
配
被
疑
者
の
 

　
　
　
　
検
挙
に
ご
協
力
を
！
 

■
連
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人　口 ７２,５８０人 
 男 ３５,１５８人・女 ３７,４２２人 
世帯数　２５,１４６世帯 
　　　　　　　　　　　　   H１６.１０.１現在 

市町村合併により笛吹市が誕生することは、頭の中では理解していても正直ピン
とこないところがありました。１０月１２日、開庁式の取材を行ったことや、笛吹市
役所へ通勤し新しい職員配置で業務が始まったことで、あらためて笛吹市がスタ
ートしたことを実感しました。　　　　                                               （Ｋ） 
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古紙配給率100％再生紙 
を使用しています 

笛吹市設置に伴う笛吹市長選挙・笛吹市議会議員一般選挙が11月7日（日）に告示され、11月14日（日）
に投票が行われます。 
大切な1票を棄権しないで、みんなそろって投票し、私達の代表にふさわしい人を選びましょう。 

◆投票所入場券 
 

◆選挙公報 
 

◆選挙会（開票） 

選挙・投票所などのご案内と投票所での受付けのための投票所入場券を告示後、
郵送いたしますので投票時にはお持ちください。 

候補者の氏名、政見などを掲載した選挙公報を12日（金）までに新聞折込によ
り各ご家庭へ配布します。なお、笛吹市役所本庁および各支所にも用意します。 

平成16年11月14日（日）　午後9時30分から 
笛吹市立石和南小学校　体育館 

　昭和59年11月15日までに生れた方で平成16年8月6日以前から引き続き笛吹市（旧石和町、旧御坂
町、旧一宮町、旧八代町、旧境川村、旧春日居町）の住民基本台帳に登録されている方です。 
※なお、投票前に市外に転出する方は投票できません。 

◆お問い合わせは 笛吹市選挙管理委員会　笛吹市石和町市部777番地 
電話：055－262－4111（代） 
 

　投票日に仕事や旅行などで投票できない方は、期日前投票ができます。日時は11月8日（月）～11
月13日（土）の午前8時30分～午後8時。場所は石和スコレーセンター1階会議室です。 
　また、笛吹市御坂支所・笛吹市一宮支所・笛吹市八代支所・笛吹市境川支所、笛吹市春日居支所の各
支所でも行えますのでお近くの方はご利用ください。 
　なお、支所での期日前投票は午前8時30分～午後5時までとなりますので、ご注意ください。 
※不在者投票事務は石和スコレーセンター1階会議室のみでの取り扱いとなります。 


